
岩手県やまだ議会だよりＮｏ.１０７ 平成１７年１月１５日発行 （８）

生駒利治議員

財
務
行
政

新年度の財政見通しは
税源移譲と交付税は不透明

ヒラメ放流事業

遊
漁
者
か
ら
の
協
力
を

県
段
階
で
見
直
し
を
予
定

質
問

財
務
行
政
に
つ
い
て
、

次
の
点
を
問
う
。

①
新
年
度
の
地
方
交
付
税
な
ど

財
源
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

②
新
年
度
の
重
点
施
策
と
主
要

な
事
業
項
目
は
何
か
。

③
地
域
再
生
計
画
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
て
は
。

④
新
年
度
に
お
け
る
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
の
活
用
は
あ
る

か
。

沼
崎
町
長

①
三
位
一
体
改
革
の
基
本
的
枠

組
み
は
決
定
さ
れ
た
が
、
税

源
移
譲
や
地
方
交
付
税
な
ど

に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
透

明
で
あ
り
、
例
年
ど
お
り
十

二
月
末
に
国
か
ら
示
さ
れ
る

地
方
財
政
計
画
を
基
に
見
込

ま
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

②
柳
沢
・
北
浜
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
、
山
田
地
区
公
共

下
水
道
整
備
事
業
、
大
沢
・

船
越
・
織
笠
地
区
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
、
柳
沢
第
一

団
地
建
替
事
業
で
あ
る
。

③
構
造
改
革
特
区
も
含
め
、
検

討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

④
新
年
度
は
、
公
営
住
宅
柳
沢

第
一
団
地
建
替
事
業
Ｅ
棟
建

設
に
伴
う
二
カ
年
の
継
続
事

業
費
へ
の
活
用
と
、
公
営
住

宅
周
辺
の
居
住
環
境
の
整
備

を
図
る
た
め
、
街
灯
・
道
路

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問

ヒ
ラ
メ
放
流
事
業
に

つ
い
て
、
次
の
点
を
問
う
。

①
十
七
年
度
以
降
の
遊
漁
者
の

負
担
は
ど
う
な
る
か
。

②
町
と
漁
協
が
連
携
し
て
、
遊

漁
者
に
放
流
経
費
へ
の
協
力

金
を
求
め
る
仕
組
み
が
考
え

ら
れ
な
い
か
。

③
山
田
湾
・
船
越
湾
の
海
域
は
、

ヒ
ラ
メ
の
放
流
、
繁
殖
の
適

地
か
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　

①
県
段
階
に
お
い
て
、
十
七
年

度
内
に
、
遊
漁
船
業
協
会
の

負
担
金
の
率
と
併
せ
て
見
直

し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

②
回
遊
性
魚
類
で
あ
り
、
放
流

効
果
が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と

か
ら
、
県
沿
岸
全
体
で
検
討

す
る
事
項
で
あ
り
、
当
町
の

み
の
協
力
金
は
理
解
を
得
ら

れ
な
い
と
考
え
る
。

③
久
慈
地
区
は
ヒ
ラ
メ
の
生
息

に
適
し
た
砂
地
が
広
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
宮
古
以
南
の

海
域
は
、
ほ
ぼ
同
じ
生
息
環

境
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

当
町
沖
合
海
域
が
適
地
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
資
料
が
な
い
。

大きな恵みをもたらす山田湾
（大浦街道から望む）

３棟目（Ｅ棟）の建設が始まった柳沢
第１団地建替事業、17年度に完成の予
定で28世帯の入居が可能となります


